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発刊にあたって

長崎県松浦市は、県北部の北松浦半島に位置しており、中国大陸• 朝鮮半島に近いと

いう地理的条件を生かして、これらの国との交流・交易をうかがわせる遺物が数多く出

士しています。なかでも中国後漠時代の製作の内行花文鏡が出上した栢ノ木遺跡、中国

福建省・折江省及び朝鮮半島産の陶磁器類を多数出土した楼楷田遺跡などはその代表的

なものです。

文化財の保護として重要な課題の一つに埋蔵文化財の保護対策がありますが、近年は

松浦市においても各地で各種の開発事業が相次いで行われております。本市ではこれら

の開発と文化財保股との調整を図るため、事前に埋蔵文化財の確認調脊及び試掘調育を

実施しています。その中では本調査に移行するものもありました。本書は、平成10年度

から 12年度にかけて国庫補助・県費補助を受けて実施した市内遺跡の確認調査報告書で

す。

開発に伴う市内遺跡確認調杏は、地道な作業ではありますが、こうした作業が地域文

化の向上に必ず役立つと信じ、今後より一層努力していきたいと存じます。

最後になりましたが、関係者の方々のこ理解とこ協力により円滑に調壺を進めること

ができましたことを心から感謝申し上げ、本書が文化財に対する認識の広まりと文化財

保護に役立つことを祈念いたしまして発刊のこ挨拶といたします。

平成13年3月

長崎県松浦市教育委員会

教育長黒川壽信



例 言

1 . 本書は、平成10年度から平成12年度にかけて実施した松浦市内の遺跡確認調査報告書である。

2. 調査は、国庫補助及び県費補助を受けて松浦市教育委員会生涯学習課が主体となって実施した。

3. 調査にあたっては、長崎県教育委員会文化課・松浦市農林課・松浦市農業委員会をはじめ多くの

方々にこ指導• こ協力を賜った。

4. 調査及び本書の執筆・編集は生涯学習課明石拡子があたり、中田敦之の協力があった。

5. 遺物の実測は、明石があたった。

6. 調査・整理・記録及び出土遺物は、松浦市教育委員会で一括保管している。

7. 写真図版の縮尺は、不統一である。

8. 本書は、松浦市文化財調杏報告書第16集にあたる。
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I はじめに

1 . 調査に至る経過

松浦市における埋蔵文化財保護行政は、長崎県教育委員会の指導のもと、文化財保護法に基づき立

会調査や確認調査など積極的な対応に努めている。しかし、近年、農業基盤整備事業（圃場整備）や

道路改良工事などの公共事業、個人の宅地造成などの民間事業も増加している。そのため、各種開発

事業に伴う文化財保護法の規定による埋蔵文化財発掘の届出・通知の提出も増加し、立会調査・確認

調査の発掘調杏件数も比例して増加している。

特に九州農政局関連の国営農地再編整備事業は、平成8年度から長崎県県北の 1市6町で取組んで

いる。このため、松浦市教育委員会では長崎県教育委員会の協力をえて、松浦市内でのその他の各種

開発事業に伴う確認調査は、松浦市教育委員会が主体となって国庫補助事業として平成7年度から 3

ヵ年かけて確認調査及び試掘調査を行った。引き続き平成10年度から3ヵ年の継続事業として確認調

査を実施した。

平成10年度に実施した発掘調査は5件で、このうち国庫・ 県費補助事業（以下補助事業という）関

係で実施した試掘・確認調査件数は栢ノ木遺跡ほか3件であった。

平成11年度に実施した発掘調査は8件で、このうち補助事業関係では池田追跡ほか6遺跡の調森を

実施した。このうち星鹿町の刈萱城跡では、星鹿城山県立公園整備事業に伴い本調査を実施した。

平成12年度に実施した発掘調査は6件で、このうち補助事業関係では 4件の試掘・確認• 本調査を

実施している。圃場整備、個人住宅建築、保育所建築公共事業に伴う調査で、いずれも調査した遺跡

は栢ノ木遺跡である。

この3年間で実施した発掘調査の件数は 18件（試掘 3 件・確認 10件• 本調査5件）であった。この

うち個人の事業が4件、県及び市の公共事業で4件であった。発掘調査した遺跡では、姫神社追跡が

第4次まで、寺ノ尾C遺跡が第4次まで、宮ノ下リ遺跡が第5次まで、刈萱城跡が第4次まで、栢ノ

木遺跡が第9次から第14次までの確認及び本調査を実施している。このことは、市街地の周辺部が宅

地化していることを物語っているとともに、市民への埋蔵文化財の周知化が進みつつあることへの現

れであろう。
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表1 平成10年度から平成12年度松浦市内埋蔵文化財発掘届一覧表

年度 遺跡名 闘 届 出 地 事業内容 事業主 調査費用 調査方法

10 1 刈 宣 城 跡 星鹿町岳崎免字岳崎2283-8 テレビ巾熊雁建設 長崎眉憬TV

＂ 2 栢ノ木遺跡
， 志佐町栢木免字山浦1718-1 個人住宅 個 人 国庫補助 確認調査

II 3 姫神社遺跡 4 星鹿町北久保免字玄道寺464-1・466-1県道整備 長 崎県 国庫補助 確認調査
II 4 陣 ノ内城跡 1 志佐町里免字陣ノ内286・290-1ほか4筆 範囲確認 松浦市 国庫補助 確認調査
II 5 城 ノ 越城跡 御厨町小船免 湖漑排水 受 益 者

II 6 戸ノ本崎 逍 跡 星鹿町牟田免字池上・字中ノ崎 農道整備 受益者

＂ 7 寺ノ尾 C遺 跡
4 御厨町上登木免字大野谷447ほか4筆 圃場整備 受益者 国庫補助 確認調資

＂ 8 梶 谷 城 跡
今福町東免字麓 農道整備 受益者

II ， 栢ノ木 遺 跡 志佐町栢木免字佐々山 農道整備 受益 者

II 10 田口 高 野 遺 跡 御厨町西木場免字ニノ川・字牛神）辻 農道整備 受益者

＂ 11 段ノ上 遺 跡
星鹿町青島免字芳ノ尻・字丸嶋 農道整備 受益 者

II 12 栢ノ木追跡 志佐町池成免字濱井出1736-1ほか 河川改修 長 崎県

11 13 池 田 遺 跡 御厨町里免字長峯200 個人住宅 個 人 国庫補助 確認調査

II 14 坂 本 遺 跡 1 御厨町里免字丸田48-2 個人住宅 個 人 国庫補助 確認調査

＂ 15 寺ノ 尾 A遺 跡
御厨町下登木免字大野畑 農道整備 受 益 者

＂ 16 大石 A 迫跡
星鹿町岳崎免字追出 罠道整備 受 益 者

II 17 佐世保崎 遺 跡 星鹿町牟田免字佐世保崎・池淵・池上 罠道整備 受 益 者

＂ 18 中ノ瀬 遺 跡
今福町浦免字宮崎 農道整備 受益 者

II 19 宮ノ下リ 遺 跡 5 志佐町里免字馬立場 ・森ノ川 圃場整備 受益者 国庫補助 確認調査

＂ 20 牟田池追跡
今福町木場免字牟田 溝漑排水 受益 者

II 21 葛籠池 遺 跡 今福町木場免字葛籠 灌漑排水 受益者

II 22 古 園 遺 跡 1 調川町中免字福田162-1 個人住宅 個 人 国庫補助 確認調査

II 23 平尾第 2追跡 1 調川町平尾免字有田923-1はか6筆 市道整備 松浦市 国庫補助 試掘調査
II 24 栢ノ木遺跡 10 志佐町栢木免字小久保 農道整備 受益者 国庫補助 確認調査

II 25 刈 萱 城 跡 4 星鹿町岳崎免宇岳崎~~81- 8 観光開発 松浦市 同附補助 本調杏

＂ 26 津
崎 遺 跡 星鹿町岳崎免字上大牟田1083-2個人住宅 個 人

II 27 庄野の 六地蔵塔 志佐町庄野免字島田732 圃場整備 受益者

＂ 28 田口 高 野 遺 跡
2 御厨町西木場免字蛭田366・367-1圃場整備 農 政 局 国・市負担 本調 査

12 29 田口 尚 野 遺 跡 2 御厨町西木場免字蛭田366・367-1圃場整備 農 政局 国・市負担 本調 査

＂ 30 下 谷
遺 跡 2 御厨町西木場免字下谷 圃場整備 農政局 国市負担 本調査

＂ 31 栢ノ木 遺 跡
志佐町栢木免字小久保 圃場整備 受益者 松浦市 測量調査

II 32 栢ノ木 遺 跡 11 志佐町栢ノ木免字山浦1724-1 保育所建設 福祉法人 国庫補助 確認調査
II 33 北久保 A追 跡 星鹿町北久保免字勢ノ巣 農道整備 受益者

II 34 小 船 遺 跡 御厨町山根免広久保 殷道整備 受益者

＂ 35 深田代池 遺 跡
今福町寺上免 溜池整備 受 益 者

＂ 36 
長尾池追跡 今福町木場免字長尾 農道整備 受益者

＂ 37 牟田 A 遺 跡
星鹿町牟田免 給水施設改修 受益者

＂ 38 佐世保崎 遺 跡
星鹿町牟田免字佐世保崎 給水施設改修 受益者

＂ 39 
津崎 鼻遺 跡 星鹿町岳崎免字津崎 農道整備 受益者

＂ 40 葛籠池 遺 跡
今福町木場免字葛籠 咄［水施設整備 受 益者

II 41 牟田池遺跡 今福町木場免字牟田 服詠麟整備 受 益 者

” 42 牟田 A 遣跡 星鹿町牟田免 給水施設改修 受益者

II 43 栢ノ木追跡 志佐町栢木免字小久保 農道整備 受益者

II 44 北 久保 C遺 跡 星鹿町北久保免 給水施設改修 受益者

＂ 45 姫神 社 迫跡
星鹿町北久保免字宮崎 給水施設改修 受 益 者

II 46 栢ノ木 遺 跡 12 志佐町栢木免字局尾本2780・2781圃場整備 受益者 国庫補助 試掘調査

＂ 47 栢ノ木 遺 跡 13
 志佐町栢木免字山浦1715・1719-1個人住宅 受益者 国庫補助 試掘調査

＂ 48 
栢ノ木 遺 跡 14 志佐町栢木免字山浦1724-1・l725 保育所建設 福祉法人 国庫補助 本調査
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表2 平成10年度から平成12年度確認調査内容一覧表

番号 年度 遺跡名 調資面積 調 査 区 (m) 迫構有無 出土遺物等

縄文土器、黒曜石製石鏃、
1 10 栢ノ木遺跡 8m2 2X2を2ケ所 無

近世陶磁器ほか

2X2を3ケ所 不明土堀
2 10 姫神社遺跡 l 7m2 黒曜石製品・剥片ほか

2.5X2を1ケ所 ピット

黒曜石剥片、 土師器
3 10 陣ノ内遺跡 28m2 2X2を7ケ所 無

中・近世陶磁器ほか

黒曜石剥片
4 10 寺ノ尾C遺跡 20m2 2X2を5ケ所 ピット

弥生土器ほか

5 11 池田遺跡 l6m2 2X2を4ケ所 無 出土遺物なし

6 11 坂本遺跡 l6m2 2X2を4ケ所 無 出土遺物なし

黒曜石製石鏃．剥片
7 11 宮ノ下リ遺跡 36m2 2X2を9ケ所 無’‘‘ 

縄文土器ほか

8 11 古園 遺跡 8m2 2X2を2ケ所 無 出土遺物なし

2X2を8ケ所 黒曜石剥片， 11 平尾第2遺跡 36m2 無
1X4を1ケ所 近世陶磁器ほか

1X4を2ケ所 黒曜石剥片
10 11 栢ノ木遺跡 24m2 無

2X2を4ケ所 近世陶磁器ほか

2X5を1ケ所

6X 12を1ケ所 黒曜石石核・剥片、石匙
11 11 刈萱城跡 248m2 無

12.5Xl2を1ケ所 縄文土器ほか

2X8を1ケ所

黒曜石製石鏃・ 剥片
12 12 栢ノ木遠跡 56m' 2X2を14ケ所 ピット

弥生土器ほか

13 12 栢ノ木遺跡 12m2 2X2を3ケ所 無 出土遺物なし

14 12 栢ノ木遺跡 8m2 2X2を2ケ所 佃..、 出土遺物なし

4X4を2ケ所
黒曜石製石鏃．剥片

15 12 栢ノ木遺跡 98.5m2 4X3.5を4ケ所 ピット
弥生土器ほか

3X3.5を1ケ所
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2. 調査の組織

調査主体松浦市教育委員会

総 括黒川壽信教育長

事務局松浦市教育委員会生涯学習課

事務総括川上啓一生涯学習課長（平成12年3月まで）

末竹信彦生涯学習課長（平成12年4月から）

庶務担当 宮本正志生涯学習課次長兼生涯学習係長（平成11年3月まで）

和田光正 生涯学習課次長兼生涯学習係長（平成11年4月から）

中田敦之 生涯学習課主査兼社会教育主事

調査担当 中田敦之生涯学習課主査兼社会教育主事

明石拡子 生涯学習課主事（平成11年3月まで生涯学習課文化財調査員）

高原愛文化財調査員（平成11年3月まで）

整理担当 中田敦之 生涯学習課主査兼社会教育主事

明石拡子生涯学習課主事

整理補助 岩本七重• 宮崎朝美・吉野貴子・前田葉子（整理補助員）

調森協力者 里森知恵子・松川マサヨ・冨野トシェ・辻礼子・松永セツェ・天久保正子・黒田ヒ

サエ• 吉田末千子・今田英子・森淑子・渡口米子・中島カズ子・崎田政子・白石チ

ヨノ・徳田タマ子•関本朝子・山口民子• 森テル子・末永民子• 森山八重美・福本

籾子・勝村亀ー ・作本富男・作本マサエ・大川カスミ・瀬戸シズエ
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II 地理的・歴史的環境

1 . 地理的環境

長崎県本土の北端に位置する松浦市は、北松浦半島の北端部とその沖に浮かぶ青島・飛島などのい

くつかの島々から構成されている。松浦市の北には伊万里湾と元寇の島で有名な脳島町があり、西の

北松浦郡田平町には西の登呂遺跡といわれる「里田原遺跡」がある。南の北松浦郡吉井町には縄文草

創期の隆起線文上器が出土した「福井洞窟」がある。また、東には有田焼の積出港で有名な佐賀県伊

万里市があり、この伊万里市と県境を接している。このように、松浦市の近郊は日本の歴史上におい

ても頂要な地域であり、中国大陸• 朝鮮半島とも近いという地理条件からも、旧石器時代から中世期

にかけての遺跡の宝庫でもある。

z
¥
 
ヽ

島青
曹
疇

c;,. 
"" 

。
5km 佐賀

□沖積層
詈卦洪積層（段丘）

疇 玄武岩類

疇 第三紀層（砂岩・泥岩）

県

第2図松浦市地質図
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松浦市の地質は、第三紀層を基盤として、その上に玄武岩が広く堆積している地質構造を呈してい

る。この玄武岩は、北松浦半島を中心に西九州に広く分布する松浦玄武岩（北松玄武岩）と称される

もので、典型的な溶岩台地を形成している。かつては、伊万里市南方を中心として哨出した火山であ

ったと思われている。したがって、佐賀県境を占拠する標高777mの国見山を主峰とし、北および西

に高度を滅じている。この台地が形成されたのは800万年以前の新第二紀の火山活動で、粘性の低い

溶岩が楯状に広がった結果による。

松浦市の地勢は、南高北低をなし、河川もすべて北流している。市の南側には400~500m級の高

位台地があり、悪太郎川以西では100m以下の低位台地が広がっている。市西部の星鹿半島先端の津

崎鼻や西田地区の波津崎には、長い年月の風化作用より海岸線を急峻に切り立たせた玄武岩の柱状節

理の海食崖が発達している。この玄武岩が韮盤になっているが、長い年月の侵食による地形の変化が

著しく、現在の山頂部や山裾に溶岩流の一端を見ることができる。この玄武岩は節理の間に滞水しや

すく、地江り災害の原国にもなっているが、一面では湧水が豊富で溜池に利用されているところも多

い。湧水のあるところは、古くより人と動物の暮らしに大きく係ってきている。

2. 歴史的環境

松浦市内の遺跡では、圧倒的に旧石器時代・縄文時代の遺跡が多い。旧石甜時代の所産であるナイ

フ形石器・台形石器の資料が、牟田 B ・中ノ崎・長蔵坊・楼楷田• 田口高野・田川遺跡などで確認さ

れている。さらに、平成2年度の竜尾川地区県営圃場整備事業に伴う寺ノ尾C遺跡の確認調査では、

ナイフ形石摺・台形石器の良好な包含栖が検出されている。星鹿半島周辺は、市内でも特に遺跡が多

い地域で、道具生産の主たる石材である黒曜石の原産地でもある。多くの原石が採集され、旧石器時

代の遺物は多く発見されているが、確認調査では良好な包含層の発見までには至っていない。

縄文時代では、姫神社遺跡・小嶋遺跡など良好な遺跡も知られている。姫神社遺跡は、昭和41年に

アメリカのウィスコンシン大学アルバート・モアと日本人学者（内藤芳篤• 吉崎昌ーら）による合同

調査が行われており、その一部が英文で報告されている。この論文については、福岡県教育委員会の

水ノ江和同氏によって翻訳されている。同諭文では、縄文前期の轟式土器、曽畑式上器を中心に、中

期の阿高式土器、石器では石鏃・石錐• 石槍• 石斧• 石匙などが報告されている。小嶋遺跡は、昭和

61年に簡易水道敷設工事に伴う確認調査で発見した遺跡である。縄文前期の曽畑式土器、中期の阿高

式土器、石鏃．剥片鏃• 石鈷・滑石製装飾晶• 石斧などが出土している。その他では、平成6年から

7年にかけて竜尾川地区県営圃場整備事業に伴い実施した田川遺跡の本調査では、縄文中期終末から

後期初頭頃に位罹づけられる坂の下 I式~II式の土器と石鏃・剥片鏃・つまみ形石器・石鋸・サイド

ブレイドなど西北九州における縄文後期の石器が出土している。

弥生時代では，北久保B遺跡・ 姫神社遺跡で後期の壺・甕類が採集されている。さらに、大正14年

に発見され、現在、長崎県の重要遺跡として周知されている池田遺跡がある。池田遺跡は、昭和63年

から平成元年にかけて4次にわたる確認調査が行われている。その結果、縄文晩期から弥生前期にか
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けての良好な包含層が検出され、柱穴・箱式石棺募・甍棺墓・土堀などの遺構と西平式土甜．刻目突

帯文土器・板付II式土器・骨製ヤス・貝輸などの遺物が出土している。その他では、昭和45年秋、水

田雌畔工事に際して甕棺2基が発見された栢ノ木遺跡がある。昭和46年3月の本調査の結果、箱式石

棺墓3基と甕棺墓3基が検出されている。甕の福形から前期後半と思われる。 2号石棺の枕石上には

内行花文鏡片が副葬されており、首長層の誕生が考えられている。

古墳時代では、昭和62年度に確認調査を実施した小嶋古墳群がある。 3基を確認し、そのうちの 1

号墳を調査した。石室はすべて天井部を失って露出しており、方形の玄室プランに羨道を付した横穴

式石室であった。玄室内より銀環・碧玉製勾予・ガラス製丸韮などが多数出土しており、 7世紀代に

比定できる資料である。また、詳細は不明であるが、貴船神社古墳から提瓶 1個と土師器が出土して

しヽる。

古墳時代以降では、「宇野御厨」の痕跡であろう。宇野御厨荘、単に御厨荘ともいわれている。律

令制下では天皇や神に貢献する魚貝・果物を贄と称しており、のちに宇野御厨が置かれた松浦・五島

の地域でも、大宰府を通じて贄が貢上されていたことが『延喜式』や贄木簡などによって知られる。

宇野御厨が初めて文暑に現れるのは『東南院文書Jで、寛治3年 (1089) 8月17日の筑前国観世音

寺三綱解案に「宇野御厨別当下文」とあるものである。つぎに宇野御厨の名が見えるのは『石志文粛j

の康和4年 (1101) 8月29日の肥前国宇野御厨検校源久譲状案である。この文書は偽文書の疑いが

ある。「宇野御厨検校散位」（源久）という松浦党の祖といわれる人物の名が見える。この源久は延久

元年 (1069)現在の松浦市今福町に下向し、土着したといわれている人物で、以後松浦党の諸氏は

祖として仰いでいる。松浦党は、宇野御厨および御厨荘一帯に士着した源姓一字名の集団を中心に、

当初はその姻族が加わった武士団であったと思われ、西北九州で絶大なる影響力を持つようになる。

『河上神社文書』の正応5年 (1292) の「肥前国河上宮造営用途支配墾田数注文」には「宇野御厨庄

三百丁lと御厨の公田数が記されている。五島列島・ 平戸島などの島々を含む県北地域一帯・南松浦

郡の地域からと伊万里湾西側地域を含む一帯であろうと思われる。御厨の地名は、鎌倉期から御厨荘

などとして現れているが、これは宇野御厨を指し、現在の御厨には直接につながらない。しかし、鎌

倉期に「御厨熊徳」なる人物名が見え、弘安4年 (1281) に宇野御厨の預所から無主の荒野一町を

給田として与えられており、すでに今日へつながる御厨の地名があったことが推測できる。御厨氏は

「御厨氏系図」によれば、値嘉十郎連の子御厨小二郎並が始祖とされている。代々御厨を姓として、

御厨城を居城とした。

南北朝期に入ると、松浦党はしばしば一揆を結んで地域支配の体制を強化している。『山代文書」

の永徳4年 (1384) 6月庚辰条に「日本志佐殿・御厨殿、皆逍使献礼物」とあり、以後の『李朝実

録』に「下松浦三栗野太守源満」「下松浦已河守融」などの名が見える。また、『海東諸国紀』にも

「下松浦三栗野太守源満」の名が見える。

戦国期に入ると、田平里城主峰昌と弟の平戸松浦弘定との対立抗争があり、昌は島原の有馬貴純と

結び、一方、弘定は大内義弘の援けを得て、延徳3年 (1491) に平戸勝尾嶽城や箕坪城をめぐって
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激しい攻防を展開したが、結局大内氏の斡旋で和睦した。この結果、弘定の室の父である御厨資忠と

子の善は御厨を追われ、川棚に走る。その後の御厨は平戸領となる。

参考文献・引用文献

松浦市史編纂委員会 『松浦市史』 1975 

角川日本地名辞典編纂委員会 『角川日本地名辞典 42 長崎県』 角川書店 1987 

長崎県史編纂委員会 『長崎県史』 一古代中世編ー 1980 

中田敦之 『松浦市内遺跡確認調査 (1)』松浦市文化財調査報告書第11集

松浦市教育委員会 1994 

中田敦之 『松浦市内遺跡確認調査 (2)』松浦市文化財調壺報告書第13集

松浦市教育委員会 1998 
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皿 平成10年度の確認調育の概要

国庫補助を受けて確認調査を実施した4遺跡について、その調査を以下に概説する。

1 . 栢ノ木遺跡（第3図～第6図）

立地 市の中央部に位置する志佐川に沿って

伸び出す段丘上と志佐川によって形成された沖

積平野を一望におさめる好敵地に立地し、玄界

灘も視野にいれる位置に立地している。

栢ノ木遺跡は市街地に隣接した地理条件から

これまで数次にわたる調査が行われているが遺

跡の中心は、昭和46年に調杏が行われた地点

で、箱式石棺墓3基、甕棺墓3基が検出されて

いる。特に石棺内から中国製の青鋼鏡（内行花
第3図 栢ノ木遺跡位置図 (1/10,000)

文鏡）が出土しており、首長クラスの存在がうかがえる遺跡として周知されている。そのため、遺跡

の範囲も東西は約600m、南北約900mと広範囲に分布している。志佐川の対岸には宮ノ下リ遺跡・

久保園遺跡が立地している。

調査 調査は個人宅地建築に伴い、 6月15日と 6月16日の2日間行った。調査は志佐川に流れる

山浦川に隣接する水田部に2ヵ所の調査区を設定した。今回の調査は第9次調査にあたる。

検出遺構 今回の調査では遺構等の検出はできなかった。

出土遺物 調査によって出土した遺物は40点であった。しかし、遺物包含層の確認はできなかった。

出土した遺物は、二次堆積層からの出土であった。その遺物には、黒曜石製石核・剥片・砕片、安山

岩製石核・剥片・砕片、灰青色黒曜石製砕片、貿易陶磁の破片（龍泉窯系青磁破片？）、輸入陶器の

破片（？）、近世陶磁器、瓦片とともに黒曜石製石鏃 l点が出土している。

今回の調査地点は、昭和46年の調査地点の北西約100mの地点で、造構等の検出が予想された。し

かし、山浦川のすぐ隣接地であったためか遺物も二次堆積層の砂層からの出土であった。今回の調査

第4図調査区設定図 (1/750)
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で栢ノ木遺跡の北西端の山浦川より位北は追跡範囲から外

れている可能性がでできた。

2. 姫神社遺跡（第7図～第10図）

立地 市の中心部より北東へ約5kmの星鹿

半島の付け根にあたる松浦港の北の突き出た岬

のほぼ全域に立地している。遺跡の中心部は昭

和41年に日米合同調査が行われた姫神社境内

及び本殿に向かって左側の民有地周辺である。

これまで3次にわたって姫神社本殿裏側の畑地

の確認調査が行われている。遺跡の標高は約2

mから約18mの地点で、南面に開日した良好

な立地条件を備えている。遺跡の範囲も東西約

!9.-157m 

I・I'・I"耕作土 lI黄灰色粘砂質（撹乱） ll'灰褐色粘砂質

皿黄褐色砂質皿＇淡灰褐色砂質 v明黄色粘質

第5図 T 1東土層図 (1/40) 

VI 

1耕作土 11暗灰褐色粘質皿黄褐色砂質

圃＇暗灰色粘砂質 W 黄灰色砂質 W'灰色砂質

W"橙灰色砂質 W"'灰黄色砂質 V明黄褐色砂質

VI地山

第6図 T2東士層図 (1/40) 

200m、南北約400mと広範囲に分布している。
第7図姫神社遺跡位置図 (1/10,000)

調査 調査は姫神社本殿より北側の一般県道星鹿港線道路改良工事に伴う確認調査で、荒地と畑地

の削平される部分の標高約15mから約17mの地点である。同地点は姫神社遺跡の範囲の中でも最も

北端部分にあたる地点である。調査は、 7月17日から 7月24日にかけて実施し、 4ヵ所の調育区を

設定した。

-12-



, , 
'I 

＼＼ 
I I / , , , 
ヽ／

□

"
 

.l .L 
-—二

0
13 

h 卜
―`鋤一

仏

第8図調査区設定図 (1/500)

検出遺構 今回の調査ではT3でII層を掘り込んだ土

壊 1基とピット 3基を検出した。土堀は、南北に長い楕

円形状を呈し、 II層上面からほぼ直線的に約 lm掘り下

げており、土堀上面で長径 lm、短径0.8mを計る。覆

土はしまっている褐色粘質土であった。ピットは土堀の

西側に隣接しており、直径0.lm、深さ0.04~0.lmほど

であった。いずれも小規模のものであり、この遺構内及

びその周辺からの遺物は出土していないため、性格及び

時期を推定するまでには至らなかった。 4ヵ所の調査区

とも旧石器・ 縄文の遺物包含層を検出することはできな

15.0m 

ll' 

I耕作土 n • n・ ・n"撹乱
m褐色粘質 V 明褐色粘質

第9図 T 1東土層図 (1/40) 

かった。

出土遺物 調査によって出土した遺物は505点である。そのほとんどがI層の表土及び表採資料で、

黒曜石製石核・剥片・砕片、安山岩製石核 ・剥片・砕片とともに近世陶磁器が出土している。特に黒

曜石製剥片・砕片が多い傾向を示していた。表採資料の中でも特に黒曜石製のナイフ形石器、石鏃、

サイドブレイドがあり、これまでの 1次から 3次の確認調査でも同様な遺物が出土しているため、姫

神社遺跡は後期旧石器時代終末期から広く立地していたものと考えられる。本遺跡は、縄文前期の良

好な遺跡として周知されていた遺跡であるが、今回の調査ではそれを裏付けするような結果は得られ

なかった。調査地点の周辺の畑地も今回の調査と同じような結果が今後予想される。やはり遺跡の周

-13-



辺部にあたっており、遺跡の中心としては昭和41

年調査地点の標高が低い約3m前後の姫神社境内

の社務所周辺、及び北側の民有地と水田部が予想

される。

3. 陣ノ内城跡（第11図～第20図）

立地 松浦市の中心部の志佐町にある。背後

の不老山の西麓は志佐川の河日まで達してお

り、 10m前後の低い段丘となっている。この

段丘の一つに陣ノ内城が築かれている。かつて

は志佐川河口の入江がこの陣ノ内城まで達して

いたと思われ、入江をぴかえて海洋と直接結び

つく海城の性格が強い城である。城の中心は、

現在、寿昌寺の本堂・庫裏・庭園に様変わりし

ており、その東側には若宮神社が立地している。

この若宮神社の北側には本丸を取り囲むように

＼ 

ーロ
]・]'耕作士 I褐色粘質 ]['赤褐色粘質 皿黄褐色粘質

第10図 T3遺構実測及び東土層図 (1/40) 

第11図陣ノ内城跡位置図 (1/10,000)

して築かれたと思われる上塁が確認されている。城跡の周囲には東側の県道佐世保日野松浦線と並行

して西側には浦川が北流している。城跡の南側の段丘上には久保園遺跡が立地し、志佐川流域の平地

には宮ノ下リ遺跡が立地している。その志佐川の対岸には栢ノ木遺跡が立地しており、陣ノ内城跡の

周囲には縄文時代から古墳時代及び中世の遺跡があり、埋蔵文化財の保護行政の中でも重要な地点で

もある。

調査 陣ノ内城跡が立地している周辺は個人の宅地が多く、近年必ず宅地化する可能性が高い所で

あるため、陣ノ内城に関する基礎資料を得るために確認調査を行った。以前より城跡の中心と思われ

る本丸周辺では輸入陶磁器である白磁碗• 青磁碗、及び土師器が採集されていた。しかし、その面側

の二の丸と想定されている地点の状況はまったく不明であった。
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調査は平成10年9月7日から 9月17日まで実施し、調査地点に応

じて第 1区から第4区まで設けて実施した。第1区は若宮神社の南側

の畑地に 3ヵ所の調査区を設けた。第2区は二の丸部分と想定され

る畑地に 1ヵ所設定した。第3区は城跡の範囲の一番南側の畑地に

1ヵ所設定した。第4区は第3区の東側で県道をはさんだ地点の水

田地に設定した。第 1区から第4区までで合計6ヵ所24面であった。

検出遺構 今回の調査では、第 1区のT1のみ遺構を検出するこ

とができた。遺構は上塙及びピットを検出した。このT1は皿層ま

でが撹乱を受けており、特に II層までは若宮神社の改築に伴う瓦片

の出士と礫の出土が多かった。土堀は調査区の南側にあり、上面は

おそらく削平を受けているものと思われる。土堀は1V屑の明褐色粘

質土を約0.5m掘り下げており、円形の約 1/4程を検出した。内部

からは、土師器、黒曜石製石鏃・黒曜石製剥片、安山岩製石核・剥

片が出土している。また、この土堀と関連があると思われるピット 第12図第1区設定図 (1/1,000)

荏
口

4韮も検出した。ピットは直径約0.3m大と約0.15m大の2タイプがあり、大きいタイプが深さ0.16

~0.2m、小さいタイプが0.06~0.lmであった。

これまでの固辺の踏査では、若宮神社の北側に士塁の一部が残存している。この土塁は寿昌寺本堂

の西側から北側を取り囲むようにしている土塁と連続していたのではないかと思われる。土塁の高さ

は約2.5~3.0m程残存している。また、木原氏宅と松永氏宅の間に東西方向に走る空堀と思われる遺

構が残っている。輻約10mで、深さについては周辺からの流れ込みがあったと思われ、かつての面影

は残っていない。

出土遺物 今回の調査によって出土した遺物は約1,500点である。特にT1・T 2の出士が多く、

T3からはまったく出士しなかった。 T4は地表面より約0.8mまで撹乱を受けており、約1.5mまで

掘り下げたが地山までには至らなかった。この撹乱層からは近世の陶磁器及び瓦片が多数出土してい

る。ほかには玉縁の白磁碗、龍泉窯系青磁碗、土師器があった。撹乱層の下にV層の暗褐色粘質士が

／
 

... 
--・ ____, -----．． 

県

道

第13図第2区設定図 (1/1,000) 第14図第3区設定図 (1/1,000) 第15図第4区設定図(1/1,000)
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第16図 T 1遺構実測図 (1/40) 

あり土師器片が出上している。 TSも約1.5mまで掘り下

げた。撹乱層である皿層の暗茶褐色粘質土より黒曜石製

石鏃が出土している。また、同じ撹乱層である W層の黄

褐色粘質士より白磁碗、龍泉窯系青磁碗、土師悟が出土

している。

T 1・T 2は特に白磁碗・龍泉窯系青磁碗・同安窯系

青磁碗・天目碗などの輸入陶磁器が多く出士しており、

上師器・滑石・東播系捏鉢・瓦質土器、弥生土器、黒曜

石製石鏃• 石核・剥片・砕片、安山岩製石核・剥片・砕

片なども出士している。

＇ 
J 

ー 9314m 
M 

． 

,•一·· · ····· ヽ•

・・・・・・・・・・--¥ N 

1耕作土 I暗褐色粘質

圃褐色粘質 W 明褐色粘質

第17図 T 1北土層図 (1/40) 

9.766m 

I耕作土 Il・Il'旧耕作士

m -m・ 撹乱 w褐色粘質 V黒褐色粘質

第18図 T2北土層図 (1/40) 

11 903m 
＇ 

I耕作土 I'旧耕作土 JI-Y撹乱

v暗褐色粘質 W 濃黄褐色粘質

第19図 T4東土層図 (1/40) 

9.955m 

]耕作土 ［茶褐色粘質 m暗黄褐色粘質
V黄褐色粘質 v淡茶褐色粘質 VI暗褐色粘質
w黒褐色粘質

第20図 T5北土層図 (1/40) 
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4. 寺ノ尾C遺跡（第21図～第27図）

立地 遺跡は、市の西部玄武岩台地上の丘陵

上に所在し、遺跡の南側には竜尾川が北流して

いる。遺跡の中央を市道横久保・白岳線が、東

側を中野・寺ノ尾線が走っている。遺跡は約

80mの畑地の地点と約70mの水田の地点とに

分布しており、付近には東に寺ノ尾B遺跡、西

に横久保遺跡が立地している。

調査 寺ノ尾C遺跡はこれまでに4次にわた

る確認調査を実施しており、平成元年度に国庫

補助を受けて実施した確認調査では、 3ヵ所に遺物包含層が

確認されていた。また、平成4年度の調査では市道横久保・

白岳線の南側の北から南に傾斜している畑地での確認調査を

実施している。平成6年度には市道横久保・白岳線の改良工

事に伴い市道の西側部分の確認調査を実施している。

今回の調査はそのうちの平成元年度に実施した局部磨製石

鏃が出土した畑地の調査で、個人で行う圃場整備で水田の削 第22図 調査区設定図 (1/1,000) 

平を行う計画であったため、工事にさきがけ再度詳細な確認

調査を実施した。

検出遺構 平成元年度の調査ではいずれの調査区からも遺

構の検出はなく、ただ遺物包含層を検出したのみであった。

今回の調査では、 Tl~T3においてピットを検出した。 T

1ではV層の褐色粘質土で2基検出した。ピット上面で0.25

~0.35m、深さは0.14~0.16mであった。 T2ではV層の黄

褐色粘質土で3基と VI層の暗赤褐色粘質土で3基検出した。

大きさはV層が上面で0.3m、深さは0.2mで、 VI層が上面で 第23図 T 1遺構実測図 (1/40)

0.15~0.3m、深さはいずれも0.15mであった。 T3で

はW層の黄褐色粘質土で4基検出した。大きさはピット上

面でほぼ0.25m、深さは0.15mであった。これらのピッ

トの時期は周辺よりの遺物の出士が少ないため確定するこ

とは難しいが、弥生土器・土師器の出士からおそらく弥生

期以降の年代が与えられるのではと思われる。

恥 c 

＼
 

71.668m 

I耕作土 I褐色粘質 Il'黄褐色粘質皿褐色粘質皿褐色粘質

V茶褐色粘質 v褐色粘質 V!赤褐色粘質頂褐色粘質

第24図 T 1北土層図 (1/40) 
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出土遺物 今回の調杏でも70点という少ない遺物の出土であ

った。 T1の皿層より近世の陶磁器とともに黒曜石製石鏃2

点・剥片・砕片、黒曜石製スクレイパー 1点、弥生土器3点が

出土している。 V層からは弥生土器2点とともに黒曜石製剥片、

安山岩製剥片・砕片が出土している。 T2のII層でも近世の陶

磁器とともに黒曜石製石鏃 1点・砕片、安山岩製砕片、土師器

2点が出土している。 V層では黒曜石製剥片、弥生土器 1点が

出土している。

前回の調査では、良好な旧石器の追物包含層が検出で

きている。背面に平坦再調整を施さない二側縁加工のナ

イフ形石器、片側緑のみにブランティング加工を行って

いるナイフ形石器、基部に微細なブランティング加工を

集中するナイフ形石器と両側縁にブランティング加工が

施されてはいるが平坦調整は行っていない台形石器及び

基部の両側縁に扶入状の加工を施している剥片尖頭器が

出土していたが今回の調査ではこれらと同じような遺物

の出土は 1点もなかった。これは前回の調査でも限られ

た範囲でのみ出土で、周辺までは分布していないという

ことがいえるのではなかろうか。

以上のようにこれまでの確認調査を実施した中でも極

端に遺物の出土が少ないのがこの寺ノ尾c遺跡の特徴と

してあげられる。

＼ ◎ 

◎゚
 ＠

 第25図 T3遺構実測図 (1/40)
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第26図 T3北土層図 (1/40)
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第27図 T5北土層図 (1/40)
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w 平成11年度の確認調在の概要

国庫補助を受けて確認調査を実施した7遺跡について、その調査を以下に概説する。

1 . 池田遺跡（第28図～第30図）

立地 市の北西部の御厨町池田免、松浦港を

見おろす標高約10~20mの丘陵地に位胃して

いる。遺跡の西側には長蔵坊遺跡、南西側には

坂本遺跡がある。

調査 調査は宅地造成に伴う確認調査で、 6

月8日から 6月9日にかけて実施し、 4ヵ所の

調査区を設定した。

検出遺構 遺構を検出することはできなかっ

た。

出土遺物 遺物は調杏区から出土しなかった。

0
m
 ＼
 

第28図 池田遺跡位置図 (1/10,000)

第29図調査区設定図 (1/500)

ー亡三二二二—
]埋エ l1茶色粘質

第30図 T 1東土層図 (1/40) 
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2. 坂本遺跡（第31図～第33図）

立地 市の中心部から北西に約5kmの御厨

町里免の丘陵地に位渥している。遺跡の北側に

は池田遺跡、北西側には長蔵坊遺跡がある。

調査 宅地造成に伴う確認調査で、 6月9日

から 6月15日にかけて実施し、 4ヵ所の調査

区を設定した。

検出遺構 T 1のII層赤色粘質土からピット

を2基、 T2のII層赤色粘質土からピットを10

基検出した。

出土遺物 遺物の出士はなかった。

第31図坂本遺跡位置図 (1/10,000)
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第32図調査区設定図 (1/600)

I耕作土 I黄褐色粘質

第33図 T2・T3南土層図 (1/40) 
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3. 宮ノ下リ遺跡（第34図～第43図）

立地 市の中央部、志佐川中流域の水田部に

位筐している。遺跡の北東には久保園遺跡・陣

ノ内城跡、志佐川の対岸には栢ノ木遺跡が立地

している。

調査 第5次調査は圃場整備に伴う確認調査

で、 10月28日から 11月19日にかけて実施し、

9ヵ所の調査区を設定した。

検出遺構 T5~T9において、表土から約

0.4m下に茶褐色の縄文時代晩期の遺物包含層 第34図 宮ノ下リ遺跡位置図 (1/10,000)

を確認した。 T6のVI層暗茶褐色粘質土からピットを 1

基、 T7のXI層暗茶褐色粘質土からはピットを 1基検出

した。

出土遺物 調査では1,000点の遺物が出土している。

遺物には、縄文土器、黒耀石製石鏃．剥片、輸入陶磁器

などが出土している。 T5では伊万里の腰岳産の黒曜石

剥片が多く出土している。また、 T5・T6において縄

文時代晩期の土器が出土している。

ー

第35図第1区設定図 (1/900) 
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第36図第2区設定図 (1/900)
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第37図 T2北土層図 (1/40)
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第38図 T3北土層図 (1/40)

I耕作土 n黄褐色粘質 皿褐色粘砂質
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第39図 T4北土層図 (1/40) 
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第40図 T5北土層図 (1/40) 
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第42図 T7北土層図 (1/40) 

4. 古園遺跡（第44図～第46図）

立地 市の中心部より 東に約3kmの調川町

中免の丘陵地帯に位置している。

調査 宅地造成に伴う確認調査で、 12月8

日から 12月10日にかけて実施し、 2ヵ所の調

査区を設定した。

検出遺構 遣構を検出することはできなかっ

た。

出土遺物 遺物は調査区から出土しなかっ

た。

I・I'耕作土 n濃黄褐色粘買 皿暗黄褐色粘臼 N黄褐色粘質
V貿褐色粘質 VI暗褐色粘質 Vll濃褐色粘質旧褐色粘質

第41図 T6北土層図 (1/40) 

碑 1m

1耕作土 I暗黄褐色粘質 皿黄褐色粘質 V暗黄褐色粘質

V黄褐色粘質 VI褐色粘砂買 頂灰褐色砂質直暗灰褐色砂質

仄灰黄色砂質 X灰黄褐色粘砂質

第43図 T9北土層図 (1/40) 

第44図 古園遺跡位置図 (1/10,000)
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第46図 T 1南土層図 (1/40)

第45図調査区設定図 (1/750)

5. 平尾第2遺跡（第47図～第52図）

立地 市中心部から東に約4kmの調川町平

尾免の丘陵地帯に位置している。

調査 市道平尾線建設に伴う確認調査で、

12月14日から 12月27日にかけて実施し、 9ヵ

所の調査区を設定した。

検出遺構 遺構を検出することはできなかっ

た。

出土遺物 調査では154点の遺物が出土して

いる。遺物には、安山岩製のスクレイパー、黒

曜石剥片、近世陶磁器などがある。

＼
 

第48図第1区設定図 (1/1 ,000) 

第47図 平尾第2遺跡位置図 (1/10,000)

第49図第2区設定図 (1/1,000) 
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第50図第3区設定図 (1/1,000) 
；
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I耕作土 l1暗灰褐色粘質 皿黄灰褐色粘質 V暗褐色粘質

v褐色粘質 W明褐色粘買 Vll淡褐色粘質

第51図 TB北土層図 (1/40) 
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1耕作土 n暗褐色粘質 囲明褐色粘質 w黄褐色粘質

第52図 T7北土層囮 (1/40) 

6ヵ所の調育区を設定した。

検出遺構 遺構を検出することはできなかった。

出土遺物 第10次調査では95点の遺物が出土している。遺物には、黒曜石剥片、近世陶磁器など

がある。

／
 

T3 

第54図調査区設定図 (1/1,000)
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第55図 T2西土層図 (1/40)
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第56図 T4南土層図 (1/40) 

l 仁二匹,.
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第57図 T5西土層図 (1/40)
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7. 刈萱城跡（第58図～第61図）

立地 市の北酉部星鹿町岳崎免、伊万里湾に

面して北に向かって突出した、南北に約4km

の星鹿半島の山頂部に位置している。

調査 第4次調査は展望台建設に伴う本調査

で、 2月 1日か2月28日にかけて実施した。

調査区はトランシットを使用して、 2mX5m

を1ヵ所、 6 m x 12mを1ヵ所、 12.5mX12 

mを1ヵ所、 2mX8mを1ヵ所の調査区を設

定した。調査方法は、各調査区で層位に基づい

_,""岳崎鼻

第58図

て掘り下げ、無遺物層に至ると完掘とした。遺物の取り上げについては、各調査区の同一士層内で出

士した遺物を一括遺物とした。

検出遺構 遺構を検出することはできなかった。

出土遺物 第4次調査では62点の遺物が出土している。遺物には、縄文土器、黒曜石石核・剥片、

石匙などがある。第4次調査においては、遺物包含層を検出することはできなかった。

／ 

第59図調査区設定図 (1/1,200)
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第60図 T2北土層図 (1/60)
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第61図 T4北土層図 (1/60) 
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v 平成12年度の確認調牡の概要

国庫補助を受けて確認調査を実施した遺跡について、その調査を以下に概説する。

1 . 栢ノ木遺跡（第62図～第70図）

立地 市の中央部で、志佐川中流域の左岸と

志佐川の支流である佐々山川の右岸の水田部に

位置している。遺跡は東西約600m、面北約

900mの広範囲に分布しており、遺跡内には堂

山古墳もある。志佐川の対岸には宮ノ下リ遺

跡・久保園遺跡・陣ノ内城跡が立地している。

調査 第11次調査は保育園移転に伴う確認

調査で、 8月7日から 9月5日にかけて実施し、 ふ之ー裂I),.,いにIふ沙糸J斧~、 （倣/"¥'='札¥_<$

14ヵ所の調査区を設定した。第12次調査は圃 第62図栢ノ木遺跡位置図 (1/10,000)

場整備事業に伴う確認調査で、第11次調査より北

側の志佐川付近の水田部で、 12月18日から 12月

19日にかけて実施し、 3ヵ所の調査区を設定した。

第13次調査は宅地造成に伴う確認調査で、 12月20

日から 12月22日にかけて実施し、 2ヵ所の調査区

を設定した。第14次調査は第11次調査の結果、遺

物包含層を確認したため、本調査を1月10日から 2

月5日にかけて実施した。調査区はトランシット

を使用して、基本的なグリットを 4mX4mの

16吋で組んだ。グリット番号は南から北へB・

C・Dとし、東から西へ 1・2・3とした。なお、

B2・B3・C2・C3区は4mX3.5m、D2区

は3mX3.5mと設定した。調脊方法は、各グリッ

トで層位に基づいて掘り下げ、無遺物層に至ると

完掘とした。遺物の取り上げについては、各グリ

ットの同一士層内で出土した遺物を一括遺物とし

た。 B1区~C3区において、黒曜石製石鏃、弥

生上器等を含む遺物包含層を確認した。

検出遺構第11次調査ではT5・T 6・T 14で

不明土堀を 3韮検出した。第12次調査、第13次調

-29-

第63図第1区設定図 (1/1,000) 
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第64図第2区設定図 (1/1,000)
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第65図第3区設定図 (1/1,000)

査では遺構を検出することはできなかった。

第14次調査ではB1区から 4基、 B2区から 10基、 B3

区から 6基、 C1区から 8基、 C2区から 9基、 C3区から

6基、 D2区から 5基のピットを検出した。

出土遺物 第11次調査では約1,800点の遺物が出土して

いる。遺物には、黒曜石製石鏃・ 剥片、安山岩、弥生土器、

須恵器などがある。

第12次調査、第13次調査では、遺物は調査区から出土し

なかった。

第14次調査では約2,500点の遺物が出土している。遺物

には、黒曜石製石鏃．剥片、安山岩、弥生土器、須恵器など

がある。
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第68図 T6西土層図 (1/40) 
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第66図 T4北土層図 (1/40) 
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第67図 T5北土層図 (1/40) 
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第69図 T13北土層図 (1/40) 
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第70図 T2北土層図 (1/40)
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VI 出土遺物の概要

黒曜石製の石器や剥片などの比較的小さな剥片を利用した石器は第71図に、安山岩などの大型の剥

片石器やその他の大型石器は第72図に図示した。

旧石器時代の石器（第71図）

1~3はナイフ形石器である。いずれも黒曜石で、縦長剥片を用いている。側縁加工は二側縁加工

が施され、主要剥離面からブランティング加工が施されている。 1は基部が欠損している。

縄文時代の石器（第71図～第72図）

4~12は石鏃である。 6の安山岩製以外は黒色黒曜石製である。 4は鍬形鏃で、 基部中央の挟入加

工が深く、先端部のこ’く 一部と一方の脚部を欠損している。脚部はやや内湾している。 5は凹韮無茎

石鏃の二等辺三角形タイプで、基部中央の扶入加工が深く脚部が長い。先端部のこく 一部と一方の刃

部から脚部の一部を欠損している。 6は安山岩製で、小形の凹基無茎石鏃で、両脚端部のこく一部を

欠損している。 7は刃部が鋸歯状で、基部から脚部にかけて欠損している。 8は刃部が鋸歯状で、先

端部と基部から脚部にかけて欠損している。 9は凹基無茎石鏃で、 10は先端部から一側を大きく欠損

している。 11は先端部から一側を大きく欠損し、脚端部も欠損している。 12は刃部が鋸歯状で、先

端部と基部から脚部にかけて欠損している。 13と14はサイドブレイドである。 15は剥片鏃で、側緑

に調整が見られる。 16・18は加工痕のある石器である。 18は剥離調整が租雑である。17は石鏃と思

われ、緻密な平坦剥離・側縁加工が施されており、先端部の一部は欠損している。19・20は使用痕

のある石器である。 21・22は安山岩製の石匙である。 23・24・25・26は安山岩製のスクレイパー

である。 27・28は黒曜石の石核である。

縄文時代の土器（第73図）

1 ~15は縄文晩期の貝殻条痕を施す上器である。 1は深鉢の口縁部である。内面に貝殻条痕を施し

ている。磨耗しているが、外面にもわずかに貝殻条痕が確認できる。 2は内外面に横方向に貝殻条痕

を施している。 3は外面にわずかに貝殻条痕を確認できる。4は内外面に橙色を呈し、胎土は黒褐色

で10と同じ土器の一部と思われる。内外面に貝殻条痕を施している。 5は磨耗しているが、内面に貝

殻条痕を施している。 6は外面に貝殻条痕を施している。 7は鉢の日縁部で、内外面に貝殻条痕を施

している。 8は磨耗しているが、わずかに内外面に確認できる。 9は鉢の口縁部である。 11は外面に、

12は内面に貝殻条痕を施している。 13は外面に施されている。 14は外面に横に沈線が確認できる。

15は磨耗しているが、内外面にわずかに確認できる。

弥生時代の土器（第74図）

16・17・18は中期の遺物である。 16・17は甕で、胴部に2条の突帯をもつ。内外面とも淡橙白

色を呈し、胎上に石英を多く含む。 18は鋤形口縁甕の口縁部である。内面は赤褐色、外面は茶褐色を

呈し、胎士には石英を多く含む。
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古墳時代の土器（第74図）

19・20は須恵器の坪身である。内外面灰青色を呈している。 21は須恵器の甕の口縁部である。内

外面とも灰青色を呈し、波状文を有する。 22~25は士師器の坪である。 22は内外面橙色を呈してい

る。底の切り離しは糸切りによる。 26・27は士師器の小1II1である。

古代・中世の土器・石器（第74図）

28・29は紡錘形の士錘である。 30は紡錘形の石錘で、全面に細かい削り痕があり、上部と下部に

段を施している。 31は須恵質土器の捏鉢である。 32は須恵器である。

輸入陶磁器（第75図）

白磁は33・34・35の3点を図示した。 33・34は屯縁の碗である。 35は口縁端部を丸くおさめて

いる碗である。 36~43・45は青磁の碗である。 36は飛雲文の肖磁碗である。 37は青磁碗の口縁部

である。 38・39・40は龍泉窯系の青磁碗で、蓮弁文をもつ。 44は灰色の釉が施された碗で、李朝陶

器である。 45は同安窯系の青磁の皿である。 46は高麗青磁の壺である。
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表3 出土遺物観察表1

遺物
遺跡名 出土地点 器 種 石材

計測値 (cm・g)

番号 全長 最大幅 厚 さ 重量

1 姫神社 4-0(表採） ナイフ形石器 黒曜石 2.25 1.20 0.40 1.00 

2 姫神社 TP-4 ナイフ形石器 黒曜石 2.80 1.50 0.60 2.60 

3 柏ノ木 11 T9-N層 ナイフ形石器 黒曜石 2.95 1.30 0.35 1.11 

4 栢ノ木 11 TlO-N層 石鏃 黒曜石 2.60 1.65 0.50 1.59 

5 栢ノ木 9T2-N層 石鏃 黒曜石 2.40 1.55 0.35 0.80 

6 栢ノ木 11 T14-II層 石鏃 安山岩 1.50 1.35 0.25 0.32 

7 寺ノ尾c4Tl-II・ill層 石鏃 黒曜石 1.30 0.90 0.25 0.20 

8 寺ノ尾c4T2-II層 石鏃 黒曜石 1.05 1.20 0.35 0.47 ， 陣ノ内 TP1-P3・5内 石鏃 黒曜石 2.40 1.45 0.30 0.67 

10 陣ノ内 TP5-II'層 石鏃 黒曜石 1.55 0.90 0.30 0.42 

11 陣ノ内 TP2-N層 石鏃 黒曜石 2.00 1.60 0.45 1.32 

12 姫神社 4-0(表採） 石鏃 黒曜石 1.65 1.30 0.40 0.61 

13 姫神社 TP-4 サイドブレイド 黒曜石 1.60 1.95 0.60 1. 73 

14 寺ノ尾c4Tl-III層 サイドブレイド？ 黒曜石 2.05 2.85 0.55 3.86 

15 陣ノ内 TPl-N層 剥片鏃 黒曜石 1.75 1.90 0.30 0.70 

16 姫神社 4-0(表採） 加工痕のある石器 黒曜石 2.25 1.40 0.40 1.21 

17 寺ノ尾c4Tl-111層 石鏃？ 黒曜石 3.70 2.45 0.50 3.34 

18 平尾第2 TPl-II層 加工痕のある石器 黒曜石 3.80 2.40 0.70 4.80 

19 平尾第 2 TP3-VI屑 使用痕のある石器 黒曜石 3.80 3.05 1.15 8.45 

20 平尾第2 TP3-N層 使用痕のある石器 黒曜石 2.65 2.60 0.80 4.83 

21 刈萱城跡 T3-II層 石匙 安山岩 5.20 7.55 1.20 37.85 

22 刈萱城跡 T3(B)-II層 石匙 安山岩 5.50 7.05 1.00 38.30 
23 刈萱城跡 T3-II層 スクレイパー 安山岩 10.00 6.75 1.90 141.85 

24 栢ノ木 11-0(表採） スクレイパー 安山岩 8.35 6.05 1.65 74.20 

25 栢ノ木 9T2-N層 スクレイパー 安山岩 7.65 7.00 2.00 134.55 

26 平尾第2 O(表採） スクレイパー 安山岩 7.70 4.85 1.85 61.60 

27 刈萱城跡 T3(B)-II層 石核 黒曜石 6.00 6.60 2.25 86.10 

28 刈萱城跡 T2-I層（表土） 石核 黒曜石 5.00 6.55 4.10 104.00 
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表4 出土遺物観察表2

闘翻 遺跡名 出土地点 種別 器種 径 (cm) 色 調 胎 ± 
1 宮ノ下リ 5TP6-II層 縄文 深鉢 内／橙褐色外／淡茶色 碩•長石・カクセンり

2 宮ノ下リ 5TP6-II層 縄文 内／黒褐色外／淡橙褐色 雲月カクセン石

3 宮ノ下リ 5TP6-II層 縄文 内／肌色外／肌色 碩嗅闘カクセン五

4 宮ノ下リ 5TP6-II層 縄文 内／橙色外／橙色・淡灰色 碩罰，カクセンり

5 宮ノ下リ 5TP6-ill層 縄文 内／灰茶褐色外／黄橙色 石英・雲母

6 宮ノ下リ 5TP6-II層 縄文 内／暗橙色外／茶褐色 石英・雲母長石

7 宮ノ下リ 5TP5-N層 縄文 即（淡）橙褐色外／（暗）橙褐色 石英雲員・長石

8 宮ノ下リ 5TP6-II層 縄文 内／濃灰色外／淡橙褐色 石英・雲母， 宮ノ下リ 5TP6-II層 縄文 鉢 内／（淡）橙色外／暗橙色 石英・雲母

10 宮ノ下リ 5TP6-II層 縄文 内／橙色外／橙色 財噂朴カクセン什

11 宮ノ下リ 5TP6-II層 縄文 内／肌色（淡黄橙色）外！談灰荼色 雲母

12 宮ノ下リ 5TP6-II層 縄文 内／淡橙褐色外／橙褐色 雲月・カクセン石

13 宮ノ下リ 5TP6-II層 縄文 内／暗褐色外／暗橙褐色 雲母

14 宮ノ下リ 5TP6-II層 縄文 内／肌色•灰色外／肌色 石英・雲母

15 宮ノ下リ 5TP6-II層 縄文 内／橙褐色外／淡灰茶色 石英・雲母

16 寺ノ尾 c 4Tl-V層 弥生 甕？ 内／淡橙白色外／淡橙白色

17 寺ノ尾c 4Tl-V層 弥生 甕？ 内／淡橙白色外／淡橙白色

18 栢ノ木 10-0(表採） 弥生 甕 口径22.7 内／橙色外／淡茶褐色 碩•長什カクセン石

19 栢ノ木 llTl-III層 須恵器 坪身 口径7.0 灰色

20 栢ノ木 11 T7-N層 須恵器 坪身 口径17.0 灰色

21 栢ノ木 10TP2 須恵器 甕 灰色 石英

22 陣ノ内 土塁 士師器 坪 日径13.5底径7.4橙色

23 陣ノ内 TP2-V層 土師器 坪 日径14.1底径7.7

24 陣ノ内 土塁 土師器 坪 橙色

25 陣ノ内 0(表採） 土師器 坪 淡橙色・淡灰色

26 陣ノ内 土塁 土師器 小皿 日径7.0底径4.4

27 陣ノ内 土塁 土師器 小皿 淡橙色

28 陣ノ内 TPlー皿層 土錘 長3.4幅1.35厚1.1白灰色

29 陣ノ内 TPl 土錘 長5.4幅1.2肌1.15淡灰橙色

30 陣ノ内 TP 1-III層 石錘 長4.9幅1.6且l、45淡灰青色 滑石製

31 栢ノ木 11 T5-II層 須恵質土器 捏鉢 淡灰青色

32 栢ノ木 9T 1-III層 須恵器 口径14.8 灰色•暗灰色

33 陣ノ内 0(表採） 白 磁 碗（玉縁） 日径16.5 釉／白（灰）色

34 陣ノ内 TP4-N層 白 磁 碗（玉緑） 口径13.2 釉／白（灰）色

35 陣ノ内 O(表採） 白 磁 碗 口径14.9 釉／淡灰白色

36 陣ノ内 TPl-II層 青磁 碗 底径6.25 釉／淡緑色

37 陣ノ内 TPl-III層 青磁 碗 口径17.0 釉／淡褐色

38 陣ノ内 TP4-N層 青磁（蓮弁文） 碗 底径5.6 釉／淡緑色

39 陣ノ内 TP2-N層 青磁（蓮弁文） 碗 口径15.3 釉／緑灰色

40 陣ノ内 TP2-N層 青磁（蓮弁文） 碗 口径15.8 釉／緑褐色

41 陣ノ内 TP2-III層 青磁 碗 底径5.45 釉／緑褐色

42 陣ノ内 260-3 青磁 碗 底径4.8 釉／緑褐色

43 陣ノ内 TP4-IV層 青磁 小碗 底径7.2 釉／暗緑色

44 陣ノ内 土塁 李朝陶器 碗 底径6.6 釉／灰色

45 陣ノ内 TP4 青磁（同安系） 皿 底径4.0 釉／白灰色

46 陣ノ内 TPl 高麗青磁 罪_L  釉／灰色
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珊ま とめ

松浦市では、平成7年度から 3か年計画で市内遺跡の確認調査を行っており、引き続き平成10年度

から平成12年度にかけて行った確認調査・試掘調査の概要は、以上のとおりである。

10年度の調査では、栢ノ木遺跡・姫神社遺跡・陣ノ内城跡・寺ノ尾C遺跡の4遺跡についての確認

調査を実施した。栢ノ木遺跡・姫神社遺跡では、遺物包含層発見はできなかった。陣ノ内城跡では本

丸と思われるところの調査では、現存する士塁に近く、厚い客土の下に中世の遺物包含層を確認する

ことができた。また、同時期の土瞳及びピットの検出もできまだ周囲に包含されていることが予想さ

れる。第2~第4区の調査でも撹乱層の中からではあるが中世の輸入陶磁器等が出土しており、この

付近まで城跡に関する遺構の存在を考えたがいいのか今後の調査に残された課題となった。今回の寺

ノ尾C遺跡の調査地点は平成元年度に調査した地点の一部である。以前の調査では少量の遺物の出土

ではあったが縄文早期の包含層が検出されていた。今回の調育でも遺物の出土は少なく早期の包含層

と断定するまでには至らなかった。遺構としてはピットの検出があったが、時期的には弥生時代以降

の時期であった。ピットが検出されたV層以下については協議の結果保存ができることになった。

11 年度の調査では、池田遺跡・坂本遺跡・宮ノ下リ遺跡・古園遺跡• 平尾第2遣跡・栢ノ木遺跡・

刈萱城跡の調査を行った。池田遺跡・坂本遺跡・古園遺跡・平尾第2遺跡・栢ノ木遺跡・刈萱城跡で

は遺物包含層を検出することはできなかった。宮ノ下リ遺跡の第2区ではこれまで遺跡が周知されて

いなかったが今回の調査で宮ノ下リ遺跡の範囲の拡大につながったのは大きな成果であった。特に縄

文晩期前半期の貝殻条痕を主体とする黒川式土器の単純層の発見及び同時期の石器の出士は大きな成

果であった。今回の調査地点のすぐ西側は志佐川が流れており、遺跡は微高地に営まれたと思われる。

西側の調査区では氾濫を受けている部分も確認できており、今後の志佐川の変遷を探る上でも、また、

周辺の調査でさらに新たな発見に期待できる遺跡である。

12年度の調査は、栢ノ木遺跡の調査を一貫して行った。確認調査の結果、周知されている遺跡の範

囲よりも北側はせまくなっていることが確認された。遺構もピットを検出することができ大きな成果

であった。この栢ノ木遺跡は13年度から 3か年かけて再度範囲確認調査を実施する予定である。

世紀末である2000年の終わり 11月5日、日本の考古学界に衝撃が走った。「上高森遺跡の前期旧

石器のねつ造事件」である。北海道総進不動坂遺跡と上高森遺跡のねつ造以外にも疑いのある遺跡が

リストアップされ検証作業が日本考古学会により進められている。考古学の信頼性を根幹から揺るが

す常軌逸した行為である。考古学資料から語ることができる具体像の追求を、その方法論の吟味を含

めて真剣に考えるべき時期が到来したといえる。「ねつ造」事件は研究者だけではなく、社会に旧石

器研究がどのような意味があるのかを投げかけたことになった。我々考古学を志すものにとって遺

跡・遺物の形成過程に対する基礎的な研究が再整備されねばならないのはいうまでもなく、あらため

て21世紀はより厳しい研究姿勢で遺跡・追物に立ち向かわなければならない。
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図版1

-・. 

栢ノ木遺跡第9次T1北上層
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図版2
I 
ヽ

・._..,
?-

r 

陣ノ内城跡T1遺構検出状況（西より）

陣ノ内城跡T1北土層
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図版3

1仙ノ内城跡T2」に1→)図

寺ノ尾C追跡弟4次T2此梢検出状況（西より）
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図版4

寺ノ尾C遺跡第4次T4北上層
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図版5

宮ノ下リ遺跡第5次T2北土層
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ぶ .. 

宮ノ下リ遺跡第5次T5北土層
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図版7

薗
平尾第2遺跡TS北土層
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図版8
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栢ノ木遺跡第10次TS西土層
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図版9

_.. 

刈萱城跡第4次T2北土層
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図版10

刈萱城跡第4次石垣検出状況
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図版11

.,. 

栢ノ木遺跡第11次T4北土層

栢ノ木遺跡第11次T6西土層
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図版12
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図版13
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図版15
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